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ratscyenthough thecalorievaluewasverylow.

From theresultssofar obtained,itmaybe

concludedthatintllepresenceOfvariousbaits,

ratsdonotalwayschoosethemostnutrientbait.

Thepreferenceforsweetpotatomaybedueto

itsflavourmorethanitsnutrientcontent.
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18･イン ドネシア産イエバエの数種殺虫剤に対する感受性について書林 晃史1),廿日出正美2',

篠永 野1),加納六郎l),J.S.Saroso8),Iskak Koiman一)(東京医科歯科大学医学部医動物学教室1),

大正野望兆(抹)会社防虫科学研究生2),CDCS),NIMR一)) 49.5.lo受埋

インドネシアの8品. 16カ所からイエバエを媒染飼育し, 9種類の主要殺虫剤に対する感受性に

ついて調査t.'T=. インドネシア産イエバェは日本産イエバェに比較してこれら殺虫剤に対し高い感

受性をしめした.しかし.sumithionに対して耐性を持つものが認められた.また,malathionに

ついても同様の幌向であった. なお,γ-BHC,DDT に対しては日本産のイエバェよりきわめて祁

い旭受性をしめした.

全般的にみて,Ambon,Flores,Bali,Lombok

めした.

本邦におけるイエバエの殺虫剤抵抗性に関する調査,

研先細'Bは少なくない.本邦における最近10年間の報

Jhが林 (1973)6'によりとりま とめられている. また,

独立した山 ､地域での調査研究報告では林,長谷川

(1974)7Jが北桁近全土での研究をとりまとめ,同様に

砧矧IT.t下の湘出も帆 松崎 (1973)1)が整理した.蕊

た,沖i･'u,台紺 こ関しても粗 廿日出 (1974)6'の報

告がある.しかし,インドネシアに関する報告は皆紐

である.現在の如く,交池機関が発通し文物の交流が

顔繁な時代には,完全なる防疫対米をたてるためにも ､

広い視野で純生fL也 を湘査研兜してEPIiLiく必繋がある.

今回,インドネシアについて調査研光を行なう機会を

得て検討を行なった結果,興味ある知見を得たので報

告する..

本文に入るに際し,昏々の御指導をいただいた名古

屋大学名誉教授弥富喜三博士,イエバエの搬入に際し

'本報岱は昭和48年度文部省科学研究貿補助金 (海外

学術調査)による研先成果の一部である.
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の系統が各種の殺虫剤に対して高い感受性をし

て種々御配慮くださった出林省械浜植物検疫所羽田支

所川崎倫-支所長,国立予防術生研究所術生昆虫部部

長朝比奈正二郎博士に御礼申し上げる.また,火映に

協力された研究室の各位に謝志を表する.

実験材料および方法

供試昆虫 :実験に用いたイエバエ Muscadomcs･

tlcaLinn6,1758はインドネシアの次の地域で探知し,

研究室に空輸して大量に飼育した個休邪である.

採染地と採集年月日は次の如くである.

No.1.Java(Bogor)-･･･郊外渓純沿いのJif.昭和48

年11月10日

No.2.Java(Jakarta)--海梓の魚7flJ軌 昭和48時

11月11日

No.3.Java(Jakarta)- ･･･市内中心地のTfJ軌 昭和

48年11月11日

No.4.Java(Jakarta)- -市内KebayoranBaruの

ホテル鼓.昭和48年11月11日
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No.5.Java(Cirebon)･･-･Sankauhuripの Mt.

TircmctrlB乱 m和48咋11月22日

No.6.Sumatra(Medan)･･-･7TJ'内小火川棚.m和18

咋11月20口

No.7.Sumatra(Bcrast叩i)- -7Tf城.m和18咋11

月21口
No.8.Sumatra(Kabanjahc)･･--市吸.昭和48咋11

月23口

No.9.Celebes(UjungPandang)･･･.･･市場,昭和48

年11月27日

No.10.Celebes(UjungPandang)- -市内のホテル,

昭和48年11月28日

No.ll.Ambon(Ambon)･･･-･市円市場.昭和48年12

月1日

No.12.Celebes(Manado)- -Tondano柳弼西の

Noongan村のごみ拾吸.昭和48咋12月2日

No.13.Flores(Maumere)･ ･････市場,昭和48年12月

19日

No.14.Bali(Denpasar)･･.-†打吸.昭和48年12月14日

No.15.Timor(Kupang)- -･市場,昭和48咋12月15

日

No.16.Lombok(Mataram)- ････市場.昭和48年12

月21日

なお,感受性の比較のためには当研死重で累代飼背

中の市槻系イエバェを坊叩系統として用いた.

供試薬剤 :実験に使用した殺虫剤は pyrethrins,

alletllrin∴Sumithion(純度 98.67%).malatbion

(純度 95.5%),diazinon(純度 99.6%).DDVP(純

度 97.6%).Baytex(純度 99.2%),γ-BHC(純度

99%以上)および DDT (工業用原体)の9種類であ

ち.

英験方法 :火映は眺試薬剤をアセ トンで所定渋皮に

希釈し.微爪托射群でイエバエ雌成虫 (体重21mg～

23mg)の胸部'IY坂邦へ0.5〃Lあて滴下処理する局所

鮎JmLによった.兆剤の処理後.別の容器に移して餌

を与えて25●Cのf_Tl氾韓;で飼TfL,24時間後の致死虫

数を恨黙した.火映は1円1m庇に30頚,3述区制で

3阿反131火触した.

共験括果および考摂

インドネシアの8E3,16カ所から拭処したイエバエ

成虫に対する殺虫試験の結架は表1にrG職した如 くで

ある.これらの結果より,それぞれの地域における各

班殺虫剤の感受性について紫斑すろと次の如くである.

Allethrinに対しては No.11系 (0.0700fLg)が蚊

も感受性が花く,No.8系 (0.5349/Lg)が位も舵いこ

とがわかった. また,LD80伯は No.11系に対して

No.8系は8倍でNo.11系を班郡とすればgE抗性系統

といえる.TG糊系の0.481F'gと同苛もしくはやや強い

のは No.5孔 No.lo窮,No.9系およびNo.8系であ

った.しかし,故も故いNo.8系でも絹知取柄同了mlJ

手No.6系 (3.973FLg)1㌔祁境川県三崎系(1･481lLg)2',

札蛇田元町系 (1.885fLg)与)よりも弱 く.allethrinに

対しては本邦超のものよりも感受性系統といえる.

pyrethrinsに対してはNo.16系 (0.0440/Lg)がLn
も感受性が布く,No.12系 (0.4239ILg)が奴も低い

ことがわかった.また,LD8｡値は No.16系に対して

No.12系は9倍で,No.16系を坪野とすれば舵抗性系

Table1. LDBOValuesfor9insecticidesoftheadultfemalehousellicsinIndonesia(/Lg/Inscct).

colonyname(Collectionsite) ?hlIfL Phyrrien's Phui霊I ZinaEn 詑記an. DDVP naytex '-BHC DDT

1.Java(Bogor)
2.Java(Jakarta)
3.Java(lakarta)
4.Java(Jakarta)

No.5.Java(Cirebon)
No.6.Sumatra(Medan)
No.7.Sumatra(Berastagi)
No.8.Sumatra(Kabanjahe)
No.9.Celebes(UjungPandang)
No.10.Celebes(UjungPandang)
No.ll.Ambon(Ambon)
No.12.Celebes(Manado)
No.13.FIores(Maumerc)
No.14.Bali(Dcnpasar)
No.15.Timor(Kupang)
No.16.Lombok(Mataram)
Takatsuki
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0
0
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といえる.

高槻系の0･387FLg以上のものはNo.12系のみで,

そg)他のものは高い感受性をしめした.しかし,最も

故いNo･12系も南国市海六とNo.2系 (2.147fLgJ1),北

梅道真約円系 (1.298FLg)3)および神奈川県橋本系

(0･716FLg)2)に比較して掛 ､感受性を持つ系統といえ

る.

以上の結果から,インドネシア産のイエバエはpyre･

throid系殺虫剤に対してはいまだ耐性 も抵抗性も持

たない感受性系統といえる.特に,No.11系やNo.16

系などは感受性系統としてfr重なものであろう.

Sumithionに対してはNo.15系 (0.0135FLg)が最

も感受比が拓く,No.4系 (0.6159FLg)が最も低いこ

とがtiuらかになった.また,LD5｡値はNo.15系に対

してNo.4系は45倍で顕著な抵抗性系統といえる.

rd'槻系の0.088FLgに比佼して同等もしくはそれ以上

のものはNo.1系,No.2系 (4.6倍),No.3系(6.3倍),

No.4系 (6.9倍),No.5系,No.7系,No.8系(4.9倍),

No.10系の8カ所のものであった.

なかでも,No.2系,No.3系.No.4系,No.8系は

sulllMlion耐性系統といえる.しかし,最も強いNo.

4邦でも神,奈川Lr.1.三崎系 (92.535FLg)2',相国市山手

No･7系 (1.624/Lg)1)よりも高い感受性を示した.

Malathionに対してはNo･16系 (0.0971FLg)が最

もt･B受性が拓く,No.9系 (1.8547FLg)が良も低いこ

とが明らかになった.また,LD..値はNo.16系に対

してNo･9系は19倍で,No.16系を捺準とすれば強い

舶抗性を持つ系統といえる.

'J:古LIRの 0.454/Lg,に比較して同等かそれ以上のもの

はNo･1孔 No.2系,No.4系 (2.8倍),No.8系,

No･9邦 (4.1倍),No.10系の6カ所 のものであった.

No･一t邦とNo.9系は malathion耐性系統といえる.

しかし.山も強いNo.9系も台湾省台北市系 (296.001

ILtf)B1,円llli系 (240.043FLg)5'との比較でははろかに

ir:古いE･JR父性系統といえる.

DiLIZi110mに対してはNo.15系 (0.0152FLg)が最も

E･感受比がA/･'s(,No.2系 (0.3306FLg)が最も低い感受

性をしめすことがnj]らかになった. また,LD6｡値は

Not15系に対してNo･2系は21倍でNo.15系を捺準に

した場合,No.2系は壬如､拡抗性系統といえる.

高槻系の01293/Jgに比較して同等かそれ以上のも

のはNo･2系,No.8系の2カ所のものである. しか

し･最も強いNo･2系も神奈川県三崎系 (26.089FLg)2'
よりもはるかに高い感受性を持つものである.

DDVPに対してはNo･13系 (0.0079FLg)が最も感

受性が絹 く,No.2系 (0.1435FLg)が最も低い感受性

をしめす ことがnj]らかになった. また,LD5.伯は

No･13系に対してNo.2系は18倍でNo.13系を捺準と
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すればNo.2系は顕著なる抵抗性系統といえる.

高槻系の0.076FLgに比校して同等かそれ以上のも

のはNo.2系,No.3系,No.4系,No.10系の4カ所

のものである.しかし,位も強いNo.2系も北海道中

山峠 (1.060FEg)7),南国市沿岸No･9系 (0･483FLg)I)

に比較して高い感受性をしめす.

Baytexに対してはNo.15系 (0.0162FLg)が故も

感受性が高く,No.2系 (0.2160f̀g)が最も低い感受

性を持つことが明 らかになった.また,LD50値は

No.15系を按準とすればNo.2系は強いIEE抗性系統と

いえる.

高槻系の0.135FLgに比較して同等もしくはそれ以上

のものはNo.2系,No.3系,No.4系,No.8系の4カ所

であった. しかし,最も強いNo.2系も東京都下母山

系 (0.886FLg)一',朔京都羽村(Ⅰ)系 (0･483IJg)一),令

北市系 (0.390FLg)8',首里系 (0･323FLg)a)に比幌し

て感受性系統である.また,有機燐剤紙抗性系統とし

て知られている夢の出系 (0.10pg)さ)より払いことは

卯昧ぶかい.

以上,インドネシア産イエバエは本邦のものに比較

して有機燐系殺虫剤に対し,高い感受性をしめす.し

かし,sumithionに対して耐性もしくは抵抗性が発達

しつつあり, また,malathionに関しても同様な幌

向にある.これらの原因については不明であるが,そ

のほとんどが Java畠の Jakarta市内のものであり,

殺虫剤班用の雄姿も考えられる.なお,これらについ

て今後の調査にまつものである.

有機塩昇;系殺虫剤のr-BHC,DDTに対しては比校

に用いた高槻系よりもはるかに高い感受性をしめした.

したがって日本各地のイエバエに比べて著しい感受性

を示すものと言える. ことに興味ぶかい点は γ-BHC

に対しNo.13系 (0.0065FLg)が他の牧山刑にもみら

れない高い感受性をしめしたことである.また,LDBO

他はNo.5系に対してNo.13系は248介の1で,これほ

ど感受性の高いものは今回の実験に用いた他の放出剤

では認められなかった現象である.

インドネシア産イエバエの今回用いた各BE耕山剤に

対する感受性は比較的小さく人口も少ない Ambon,

Flores,Bali,Timor,Lombok,で採集 されたもの

が高い感受性をしめし,Java,Sumatra,Celebesな

ど大きい畠で人口の多い大都会で採托されたものは比

較的低い感受性をしめした. この原因が殺虫剤と密は

な関係にあろのか,発生環F3'iに好響されたものかは今

後の研究によって明らかにされるであろう.
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林 見史2)(尼崎油化株式会社1),東京医科郎 斗大学医学部医動物学故押 )) 49.5.15受FP.
尼崎市内の6カ所からアカイエカを採岱し, 幼虫の殺虫剤感受性を調光t.,T=机A!.DowC0-214>

Baytex>Nankor>sumithion>diazinon>DDVPの恥 こ机下することが明らかになった. 蕊

た.Baytexは最 も効果的であるが御所系統と比較した場合. 致い蛇抗仕 をtSつことが判った. し

かし. 実用効果は古く悶血はない. 地域的には小申白地城が閃悦であるので納税した.q光が必要で

ある.

放近のイエバエの殺虫剤に対する感受性に関する調

禿研究は林 (1973)によってまとめられている.アカ

イエカに関する羽衣研死 もす くなくないが,叔近のデ

ータはす くない.

巧者らは.鈴木 (1968)2)が兵印県下某市内のアカ

イエカ幼虫が有機燐剤に対して強い抵抗性を持つこと

を和/Bしたが,その後の状況が不明であるので追跡調

Tfを行ない,知見を得たので報告する.

本文に入るに際し,御田導いた1='いた大阪府立公衆

稚生研兜所の武術和雄将士.煎訳灰和 郎 1火学田学部

教授加納六郎h9｣:に御礼申し上げる.また,火映村村

の入手に柾々抑支損ないT=だいた尼崎了IJ網LLi用のLLn

恒男係長に謝忍を滋する.

実験材料および方法

供試昆虫 :実験に班17]したアカイエカCuZex〆〆ens

♪aLLensCoquillettの幼虫は次の地域で卵塊を採輯し,

研究室に持帰り押化せしめた個体群である.

1.尼崎市小巾t:i(嗣和48咋7月10日採舛)

2. 〝 久々知 (昭和48年8月4日採袋)

3. 〝 来宮松 (昭和48年7月13日採袋)

4. 〝南七松町 (昭和48年8月4日採岱)

5. 〝武任之荘 (昭和48年7月13日採袋)

6. 〝 稲粟荘 (昭和48咋8月4日採袋)

なお,感受性の比較のために御所系を用いた.この

系統は大阪府立公衆網生研兜所で井iLt飼円されていろ

感受性:系統であろ.桝.VMlはいずれ も3齢後Jg]ないし

4齢初期の純金でそろった偶作trfをFrJいた.

供拭薬剤 :火映に班FT]した殺虫剤は Baytex(純度

97.5%),DDVP (純度 97.3%).diazinon (純度

99.6%),sumithion(純度 98.67%),Nankor(柿

度 99.3%)および Dowc0-214 (純度 99.5%)の6

種類である.

実験方法 :実験は WHOの定める蚊幼虫抵抗性試

験法に従って実施した.方法は直径 9cmx高さ6cm

の腰高シャーレに蒸留水 200mLを入れ, 殺虫剤原体
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